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IAI日本：設立趣旨

 IAI・・・誰が創立したの？
 1994年米国の建設産業の関連会社

12社が「建設産業においてデータの相
互運用を可能にすること」を目的として
設立されました

 その手法として開発されているのが
IFC(Industry Foundation 
Classes)です

 IAIは非営利団体であり、米国内にと
どまらず、国際的な活動を行い、参加
企業によりIFCの仕様を策定、また全
てのベンダーに仕様を開放しています

ちなみにIAIとは

International Alliance for 

Interoperability の略。

Interoperability とは 「相互

運用性」という意味です。

海外ではBuilding SMART の

名称で呼ばれています。
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IAI日本：設立趣旨

 いつ日本に上陸？

 「IAI日本支部」1996年1月に発足

 会長に「鹿島建設 専務取締役（設立当時） 庄子幹雄氏

その後、 ２００４年に 有限責任中間法人IAI日本、
２０１０年に 一般社団法人IAI日本、と変更
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IAI日本：設立趣旨

 IAIは何をするの？

 IAIの主な活動は「建設ライフサイクル」で共有して使
用できるデータモデルのファイルフォーマットや変換シ
ステムの確立、システムの実運用手法の開発を行って
います
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IAI日本：分科会
 IAI日本では下記の分科会で活動しています

 意匠クロス分科会
 IFCを利用可能な状態（内容）にするために実証実験等を実施
 実証テーマ設定／関係オブジェクトのアグリーメント作成協力

 構造分科会
 鉄筋コンクリート構造及び基礎構造のIFC(R3.0)モデル提案
 国内におけるST-2の認知普及、インプリメンテーションへの準備

 設備・FM分科会
 IFCを活用した、実務に使える成果物（ソフトウェア）をつくることを目標
 アグリーメント／仕様策定、開発／公開などを予定

 インプリメンテーション分科会
 IFC R2.0に合わせたアグリーメントの見直しとドキュメント化
 日本版ＢＩＭガイドラインの検討、作成

 技術検討分科会
 IAI内での実証実験のサポート
 実証実験に基づいたインプリメンテーションアグリーメントドキュメントの作成

 土木分科会
 土木構造物を対象としたIFCに基づいたプロダクト、プロジェクトモデルの開発、実装、

検証、国際協調、および普及・実用化に向けた諸活動

 FAT分科会
 「Build Live Tokyo」の開催を中心とした諸活動
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IAI日本：活動と参加者

 IAIにはどんな人たちが参加しているの？

 IAIは、企業でも個人でも、誰でも参加できます。

 2011年7月現在、会員数は89です。
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IAI日本：活動と参加者

 IAI海外：全世界を１４のチャプターと呼ばれる地域に分割
1. オーストラレシア（オーストラリア、ニュージーランド）

2. ベネルクス支部（オランダ、ベルギー、ルクセンブルグ）

3. 中国支部

4. フランス語圏支部（フランス、スイス一部）

5. ドイツ語圏支部（ドイツ、オーストリア、スイス一部）

6. イベリア支部（スペイン、ポルトガル）

7. イタリア支部

8. 日本支部

9. 韓国支部

10. 北欧支部（デンマーク、フィンランド、ノルウェー、スェーデン）

11. 北米支部（アメリカ、カナダ）

12. シンガポール支部

13. イギリス支部

14. 中東支部（アフガニスタン、アルジェリア、バーレーン、エジプト・・・等）
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IFC：そもそも、その必要性は・・・

 建設業界に存在するIT情報の共有を図るため

 例えば設計用のCADならどんなCADでも共有できる
共有書式があると便利！

 しかもその共有書式は幾何的情報だけでなく、建設情
報を保有しているので活用の幅が大きい！
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IFC：どこで利用していますか？

 BIMSTORM や BuildLive などのイベント

 BIMSTORM は Kimon Onuma氏が主催するネット
上の建設コンペティション

 参加チームはどのようにIFCデータをさまざまな建設
プロセスの中で、どのような設計・構造CADや解析ソ
フトとデータ互換しながら使用したのかを競う！
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IFC：BuildLiveはいつ始まったの？

 BIMSTORM や BuildLive などのイベント

 IAI日本は、2008年にロンドンを舞台に開催された
BuildLondonLiveに、日本から参加しました

 その時の経験をもとにして、日本版BIMStormとして
「BuildLive」を始めました
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IFC：どんなソフトウエアで使えるか？

 建築CAD例

 ArchiCAD（GraphiSoft社）

 BentleyArchitecture（Bentley Systems社）

 GLOOBE（福井コンピューター社）

 Revit（AutoDesk社）

 設備CAD例

 CADWe’ll TfasIII（ダイテック社）

 DesignDraft（シスプロ社）

 Rebro（NYKシステムズ社）

 構造CAD例

 テクラ

 ビューワーソフト

 NavisWorks

 IFCViewer …
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まとめ：IAIとIFCとBuildLive？

 IAI日本 → 組織

 IFC → IAIが定義する建設業界のさまざまな
フェーズで利用できるデータモデルのファイル
フォーマット。単一のベンダーやベンダーグルー
プによって管理されないオープンなファイル
フォーマットです。

 BuildLive → IAI日本が主催する、インター
ネット上の設計コンペティション。IFCを広く使って
もらえるように、課題土地情報をIFCで提供、審
査の対象にIFCの活用範囲を定めている
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過去のイベント情報（2010年）
 2010年３月 建築学会シンポジウム

 「Build Live Tokyo 2009 II」参加者チームからの発表とパネルディスカッションより、BIM（ビ
ルディング・インフォメーション・モデリング）によって建築にどう影響を与えるのか、設計がどう変
わるのかについて討論しました

 2010年６月 IAI日本 2010年度 第1回セミナー
 ソウル国際会議とBuild London Live 2009 から学ぶBIM最新事情、と日本のIFC認証につい

て紹介しました

 2010年８月 IAI日本 分科会技術セミナー
 意匠・構造分野の分科会研究成果を解説する技術セミナーを開催しました

 2010年１０月 Build Live Tokyo 2010開催
 この開催から初めて実務クラス（48時間）と学生クラス（96時間）の２トラックを用意しました。

 2010年１１月 ArchiFuture2010
 BuildLiveTokyo2010の最終プレゼンテーションや最優秀審査が行われました。

 2010年１１月 IAI日本 意匠分科会技術セミナー
 意匠分野の分科会研究成果を解説する技術セミナーを開催しました

 2010年１２月 IAI日本 構造分科会技術セミナー
 構造分野の分科会研究成果を解説する技術セミナーを開催しました
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http://www.building-smart.jp/


